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0.は じ め に 一 何がスキャンダルを構成するのか ～

ケース① アメリカ。昨年、元教師メアリー ・ルトーノー(当 時34才 、既婚、4児 の母)は 、

当時13才 の元教え子の少年 と性的関係をもち妊娠出産。未成年に対する性的暴行犯 として禁固

刑に処 された。模範囚であった彼女は仮釈放となるが、その間、禁を犯 して少年と再会 してい

たところを警官に発見 され、刑務所に逆戻 り。現在7年 間の禁固刑に服役中で、精神セラピー

を受 けている。 しか し、最近の健康診断で再び妊娠 していることが判明した。胎児の父は少年

である可能性が高い。(1)

ケース② 日本。3月5日 に開幕する長野冬季パラリンピックの開会式で、聖火台への点火者

へ渡す最終聖火 ランナーに内定 していたマラソンの五輪メダリスト・有森裕子 さんに対 し、大

会組織委員会は内定を取 り消す ことを決定した。有森さんは一月に米国人男性 と結婚 したが、

相手男性の金銭 トラブルなどが報 じられていた。夫ガブ リエル ・ウィルソン氏 は、2月19日 の

披露宴の中止と別居を明らかにした会見の後半で、ゲイであった過去をも自ら告白した。②

スキ ャンダルとは何か?例 えば上の出来事において、何がスキャンダラスか。問題点を明 ら

かにするため、複数の異なる視点からの見解を提出してみよう。

①、少年が被害者 として扱われることに不快を示 し、元教師への愛情を認めていることか ら

「禁断の純愛」 という解釈が …方で成立しうる。事件後、元教師と夫との離婚 はすでに成立 し

ている。恋愛至上主義の立場をとれば、む しろ年齢差や社会的障壁を越えて思いを貫こうとし

た2人 の話は感動的だ。 また、教師は確かに法的に犯罪者であるが、同様の事件が仮に外国で

起 こった場合犯罪 とはな らない場合もある。(3)

②、 ウィルソン氏 は借金については返済に努める旨約束 しており、ゲイであったことにっい

ては、妻である有森 さん自ら 「それは個人の生き方の問題」であ って、「過去 にはこだわ らな

い」と明言 している。 また、 これは有森さん本人が引き起こした事ではなく、夫の不祥事をもっ

て社会的に彼女の権利が剥奪 されるのは、まったく不当であり人権侵害だという主張 も成り立

つ。 しか し一方、アメリカ精神医学会発行の 『精神障害の診断と分類の手引』から同性愛が削

除されたのは1980年 、国連世界保健機構(WHO)編 纂の 『国際疾病分類』ではつい1992年 の

ことだったし、 イギ リスでは1967年 の性犯罪法の手直しがあったとはいえ、場合によりホモセ
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ク シ ュ ア ル を 「犯 罪 」 と見 なす 法律 が今 日 も存 在 して い る{4)。 日本 の マ ス コ ミで こ そ ま だ この

程 度 の 扱 いで あ って も、 他 の社 会 で あ れ ば は るか に激 しい非 難 を浴 び て い た可 能 性 は あ る。

さて 、 これ らの こ とか ら何 が わ か るだ ろ うか。

まず 、 当然 な が ら、 スキ ャ ンダル す な わ ち犯 罪 で はな く、 犯 罪 す な わ ち ス キ ャ ン ダル で もな

い。 しか し、 両 者 は か な り近 しい位 置 に あ る。 ま た、 疾 病 との 関連 も指 摘 で きる。 ス キ ャ ン ダ

ル、 犯 罪 、 病 気 の いず れ もが 「その 基準 は各社 会 に よ り相 対 的 で あ る」 点 を指 摘 す る の は 容 易

で あ る。 しか し、 問 題 は む しろ そ こか ら出発 す る。

法 へ の抵 触 如 何 に関 わ らず、 何 らか の形 で社 会 的 な規 範 に抵 触 した出 来 事 は、 スキ ャンダル、

好 ま しか らぬ風 聞 、 不 祥 事 とされ 、 そ れ らは しば しば 「道 義 的/倫 理 的/社 会 的 責 任 上 の 」

〈 罪 〉 、 あ る い はく 恥 〉 と呼 ばれ る。 上 の2例 で 言 え ば 、 妻 、 母、 教 師 「で あ りな が ら」、 ま

た は メ ダ リス ト 「で あ りな が ら」 そ れ に 「ふ さ わ しい と期 待 され る」 社 会 的 役 割 を 「裏 切 る」

行 為 が社 会 的反 響 を呼 ん だ。 この こ とか ら、 ま た通 常 「醜 聞 」 と訳 され る こ とか ら も、 ス キ ャ

ン ダル とは ま ず 「美 醜 」 の範 疇 に属 す る概 念 で あ り、 ま た 「風 聞」 と して 世 間 の反 応 を前 提 と

して い る とい う こ とが確 認 さ れ る。 つ ま り、 しか るべ き 「美 意 識 」 に 反 す る と い う こ と と、

「社 会性 」 の2点 が 、 ス キ ャ ンダル を構 成 す る主 要素 で あ る と言 え る。 上 の 例 と は異 な る タ イ

プの典 型 的 ス キ ャ ン ダル と して 「汚 職」 が あ るが、 そ れ もや は り 「汚 」 す とい う美 醜 範 疇 の 概

念 、 そ して果 た す べ き 「職 分 」 とい う社 会性 の概 念 に よ って構 成 され て い る。 ス キ ャ ンダル は、

いわ ば 「公 序 良 俗 に対 す る社 会 的罪 」 で あ る。

で は、 こ こ で前 提 と され る 「公序 良 俗 」 「美意 識 」 「美 風 」 と は何 か。 それ は、法 律 や、善 悪、

正 邪 の概 念 と どれ ほ ど隔 た った もの な の か。

以 下 、 今 現 在 わ れ わ れが 生 きて い る この社 会 の 「公 序 良 俗 」 を再 認 識 す る作 業 の ひ とっ と し

て 、 リス ペ ク タ ビ リテ ィと い う概 念 を検 討 す る。 リスペ ク タ ビ リテ ィは、 近 代 市 民 社 会 、 大 衆

の国 民 化 、 教 育 や 教 養 、 ま た メ リ トク ラ シー概 念 成 立 と も密 接 な 関 係 に あ りな が ら、 教 育 社 会

学 の 分 野 で は全 く看 過 され て きた。 本 稿 は、 教 育 社 会 学 に お け る リスペ ク タ ビ リテ ィの議 論 を

準 備 す る た あ の ノー トと して 、主 と して先 行 研 究 を 整 理 す る こ とを 目的 とす る。 まず前半 で は、

リス ペ ク タ ビ リテ ィ概 念 の歴 史 的、 社 会 的位 相 を 明 らか に し、 後半 で は 「万 人 の道 徳 」 と して

成 熟 した リス ペ ク タ ビ リテ ィの機 能 の 典 型 例 を 、 モ ッセGerogeL.Mosseの 、Co几 ∫roπ`玩g

疏εNα 彦'oη!」θ副sん απ4We8`θm!>磁oπ αZ`8肌 に お け る 「リスペ ク タ ビ リテ ィ と教 養 」 の

議論 を紹 介 しっ っ 考 え る。

1.ヴ ィク トリア ン ・リ スペ ク ペ ク タ ビ リテ ィあ る い は 「市 民 的 価 値 観 」

リス ペ ク タ ビ リテ ィrespectabilityと は、 「尊 敬 に 値 す る こ と、 り っぱ さ、 体 面 、 世 間 体 」

を意 味 す るが 、 狭義 に は ヴ ィ ク トリア朝 時 代 の イ ギ リス市 民 社 会 で 使 わ れ た価 値規 準 を指 す。

18世 紀 工 業 化 と と もに興 隆 した中 流 階 級 は、19世 紀 半 ば ヴ ィ ク ト リア朝 時 代 に は社 会 の 中 核

を担 うよ うに な る。 彼 ら中流 階 級 に よ って生 み 出 さ れ た 規 範 の根 底 を なす 理 念 が、 リスペ ク

タ ビ リテ ィで あ る。 同時 期 、 依 然 支 配 階 級 で あ る ジ ェ ン トル マ ン階 級 は政 治 力 を掌 握 し、 か

た や 都 市 で は労 働 者 階 級 が形 成 され つ っ あ った。 中流 階 級 は、 自 らの ク ラ ス ・ア イ デ ン テ ィ
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ティとしての独自の理念=リ スペクタビリティを強力に意識 し、 うちだ していった。

・〈自助〉の精神

サ ミュエル ・スマイルズの 『自助』Selfhelpは 、 ヴィク トリア朝時代中期 までの中流

階級に愛読された代表的な著作である⑤。この作品の主題、〈自助〉=「 天は自ら助くる

者を助 く」が端的に示すように、個々の 「勤勉努力」、勤労者として、 あるいは家庭婦人

として 「自らの天職 にっくすこと」が、神のみむねにかなうこととされ中流階級の強い支

持を得た。「祈り、かっ働け」 という語⑥の流行 も示すように〈自助〉の精神は宗教観 と

して定着 した。勤労 に神聖な価値を与えるこの精神は、新興中流階級とりわけ実業家層に

とって、非常に好 ましいものに相違なかった。20世紀に入 り資本主義が次第に組織化され

ていくにっれ、刻苦勉励の倫理はそのリアリティを失い、『自助』 は読 まれな くなる。 し

か し、その実効性が相対的に下落 したのちも 「勤労」の株は買い支え られた。成功者は自

らの地位を正当化する神話として 「勤労の価値」を必要 としたか らだ。スタイルとしての

「勤勉さ」 はリスペクタビリティという規範の中にすでに吸収 され定着 していった。

・リスペクタブルの表象

本来 リスペクタブルとは、re-[反 、返す、戻す、などの意]+spect[見 る]と いう語

のなりたちが示すように、著 しく 「まなざし」にとらわれた概念である(7)。

自助の精神を称揚する リスペクタビリティは、さらにその表象としての 「外面的」要素

をもひろく覆う包括的価値規準へと拡大する。信仰、勤労のみならず、生活領域全般にわ

たる行為、態度、作法、服装、金銭消費など、あらゆる面で リスペクタブルであることが

理想とされた。

例えば、 日曜日の礼拝に臨むため 「土曜の給料日に 『晴れ着』を質屋からおろし、月曜

にはまた質 ぐさに出して借 りることも珍 しくなかった。 その一方、『晴れ着』 を用意で き

ない者は仕事着で出かけるより家に留まる方を選び、それを、貧 しいけれどもリスペクタ

ブルなことの証 しとした」⑧。

フーコーは、『監獄の誕生』1975で 近代社会を特徴づける施設 としてパ ノプテ ィコン

(…望 監視装置)を とりあげ 「自動的に不断の監視を続ける没個人化 した権力」 を論 じて

いるが⑨、 このパノプティコンはイギリスの思想家J・ ベンサムによって提唱されたもの

だった。ベンサムは1790年 代の功利主義思想に基づき、「道徳の改革、健康 の維持、勤勉

の溺養、教育の普及」のための矯正施設 として監獄をとらえたのだった。

・清潔 ・健康

ヴィクトリア時代初期のイギ リスの都市は、一方で深刻な保健衛生問題をかかえていた。

当時の、 とりわけ労働者の生活は悲惨で、チフスや結核が蔓延 し、例えば 「1841年のマン

チェスター在住者の場合、平均余命が24歳 というようにおそろしく悲惨な 『不健康』状態

にあった」 という(1①。 こうした労働者層に対 し、中流階級は主として家庭婦人のボランティ

ァ、チャリテ ィによる訪問衛生教育などの運動をさかんに行い、「清潔」を広めていった。

こうしたチャリティは、 リスペクタブルな既婚女性にふ さわしい行為とされた。夫がリス

ペクタブル=勤 勉である証 として、自ら賃金労働をすることは許 されなか ったが、チャリ
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ティは女性の社会的活動として大いに奨励された〔1の。

こうした衛生指導の根底にある 「清潔」は単に物理的問題ではなく、精神的規範でもあっ

た。彼 らにとって清潔であることと、道徳的に優れていることは直結 していた。ベンジャ

ミン・ウォー ド・リチャー ドスンの 『ハイジアー 衛生都市』(1875)は 、 当時の衛生観

念を反映 して著された理想郷論である{1助。「健全なる精神は健全なる身体に宿 る」 という

健康観 も、ギ リシャ古典趣味の復興とともにヴィクトリア時代に急速にひろがったものだっ

た㈲。

●畳 蟹こ員o口

清 潔 さ は言 語 の上 で も求 め られ た。 一種 の 「言 葉 狩 り」 が リスペ ク タ ビ リテ ィ普 及 の 一

環 と して実 行 さ れ た。

「神 の言 葉 」 す ら も修 正を 免 れ なか った。 キ リス ト教 的 な子 供 の躾 に携 わ って い たサ ラ ・

カ ー ビー ・ ト リマ ー とい うイ ギ リス女 性 は、 聖 書 を リスペ ク タビ リテ ィの新 しい理 想 に沿 っ

て 編 集 し直 した。 トー マ ス ・バ ウ ドラ ーは、 「家 庭 で 朗 読 す る の が はば か ら れ る よ う な」

す べ て の字 句 を 削除 あ るい は穏 当 に書 き替 え るな ど して 『家 庭 版 シ ェイ クス ピア』(1818)

を編 集 した。 彼 の 名 に ち なん だく バ ウ ドラ ライ ズ〉(狽 褻 と見 な さ れ る 言語 に っ いて 添 削

を す る とい う意 味)と い う単 語 が 、 この 時期 の英 語 の 語 彙 に 加 わ った(1の。 そ の 後 続 々 と

『家 庭 版 ○ ○ 』 と い う修 正 版 書 籍 の 出版 が相 次 ぐこ と に な る。 一 方 で 、 作 者 不 詳 の ポ ル ノ

グ ラ フ ィー が豊 富 に 出版 さ=れた の もこ の時 代 の特 徴 で あ っ た。

今 日の、 例 え ば 「映 倫 」 の仕 事 、 あ る い は 「教 育 的 」 見 地 で の童 話 や 民 話 の 「現 代 風 」

ア レ ン ジ、 マ ス コ ミに お け る禁 止 用 語 、 自粛 コー ド、 な どの 現 象 が、 バ ウ ドラー か らの延

長 線 上 に あ る こ とが わ か る。

か くして、金銭上の清潔さ、性的清潔さ、など、 リスペクタビリテ ィは、以後生活全般に

おける多様な文脈の中で理解されることとなる㈲。

2.モ ッセのリスペクタビリティあるいは 「万人の道徳」

さて、「人生の 『正 しさ』を確認するための特定の座標軸が、どのように形成 されたのか」

を検討する論文㈲において岩井八郎は、デグラー、パーソンズらの議論を紹介 しっっ、1950年

代アメリカ社会における 「家族のルネサンス」現象、 さらに今日自明 とされている家族モデル

が、実は例外的な諸条件の産物であることを指摘 している。 デグ ラーによれば、1776年 か ら

1830年 にかけて出現 したアメリカの 「近代家族」 は、①パー トナーの愛を基礎とし②家庭生活

と社会生活の区別があり③子ども中心主義であり④小規模である、 という特徴を もつ。性別役

割分業をはじめとするこれ らスタイルを正当化したイデオロギー、 ヴィク トリア朝的道徳観こ

そ、本稿で言 う 「リスペクタビリティ」にほかならない。 このよ うな家族モデルの再生 した

1950年 代のアメリカは、岩井によれば、経済的繁栄、人口規模 と相対所得の高さ、大恐慌経験

世代のコウホート効果など、例外的な条件が揃った環境にあった。そこに復活 した 「ヴィク ト

リァ朝的道徳」に根ざす家族モデルを、パーソンズは〈普遍的モデル〉として論 じて支持され
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た。

そ れ に して も、 な ぜ ヴ ィク トリア ン ・モ デル な のか。 そ の必 然 性 の説 明 を 、 ドイ ッの国 民 化

に お け るG・L・ モ ッセ の 歴 史 解 釈 に求 め て み よ う。

も と も と イギ リス の歴 史 と社 会 にお け る概 念 で あ る リスペ ク タ ビ リテ ィに近 代 的普 遍 性 を見

い だ し、 大 衆 の 「国 民 化 」 の 決 定 的 要 因 と して考 察 した こ と はモ ッセ の 独創 で あ った。『ナ シ ョ

ナ リズム とセ ク シ ュア リテ ィ』 に お け る キ イ ・ワー ドの リス ペ ク タ ビ リテ ィ とい う語 は、 ドイ

ッ語 訳 版 で は 市 民 道 徳b廿rgerlicheMora1と 訳 出 さ れ て い る。 尊 敬 を 意 味 す る ドイ ッ語Die

Respektabilitatに 、 英 語 リス ペ ク タ ビ リテ ィに あた る包 括 的 価 値 基 準 と して の 意 味 は無 いか

らで あ る。 モ ッセ に よれ ば、 す べ て の人 に生 活 の場 での 各 々 の 持 ち場 を一 一例 え ば 、 男 と女 、

正 常 者 と異 常 者 、 自国民 と外 国 人 に 割 り当 て た のは 、 ほ か な らぬ ナ シ ョナ リズ ム と リス ペ

ク タ ビ リテ ィだ った。 何 で あ れ カ テ ゴ リー の混 同 は、 ア ン リスペ ク タ ブル で あ り、 スキ ャ ン ダ

ラ スで 、社 会 に 混沌 と統 制 不 能 の危 険 を もた らす。 リスペ ク タ ビ リテ ィは、 変動 期 の社 会 に お

け る安 寧 秩 序 を 求 あ る声 に応 え、 社 会 に不 可 欠 な凝 集 性 を もた ら し、 ナ シ ョナ リズ ム と互 い に

補 強 しあ うか た ち で世 界 が 無 秩 序 に陥 る こ とを 救 ったの だ った 。

「安 寧 秩 序 へ の 欲求 充 足 こそ、 百 年 以 上 前 に登 場 した作 法 と道 徳 が か く も長 ら く存 続 して きた
ナシ ョナ リズム リ スペ ク タ ビ リ テ ィ

理 由 の一 つ だ った。 も し国 民 主 義 が市 民 的 価 値 観 の支 柱 と して 組 み 込 まれ る こ とが な か った な

ら、 この 作 法 と道 徳 が そ れ ほ ど存 続 す る こ とは なか ったで あ ろ う。」(m

こ こで我 々 は、 ア メ リカ に お い て ヴ ィ ク トリア ン ・モ デ ルが 復 活 し た 「家 族 ル ネ サ ンス」 の

1950年 代 が 、 〈 パ ク ス ・ア メ リカ ーナ〉 と呼 ば れ る時代 だ っ た こ とを 想 起 しな いわ け に はい か

な い。 南 ベ トナ ムへ の介 入 が 始 ま る まで 、 戦勝 国 ・アメ リカ の社 会 にお いて 支配 的だ った の は、

未 だ 一 点 の 陰 り もな い愛 国 心 、 ア メ リカ ン ・ウ ェイ ・オ ブ ・ライ フの 楽 天 的 肯 定 だ った。 パ ー

ソ ンズが ヴ ィク トリァ ン ・モ デル に普遍 性 を 見 いだ した こと の背 景 に は、 ア メ リカ の ナ シ ョナ

リズ ム の高 揚 と い う要 因 もあ った と指摘 で きよ う。 「万古 不 易 の ナ シ ョナ リズ ム」 と い う神 話

を と りいれ る こ と に よ って 、 人 々 は 自 らの 日常 生活 を聖 化 す る こ とが で きた とモ ッセ は 言 う。

ヴ ィク トリァ朝 の 中 流 階 級 婦 人 が 宗 教 的 使 命観 を も って衛 生 指 導 に回 った よ うに、1950年 代 の

ア メ リカ は迷 い な く自 らの ラ イ フ ス タ イ ルを 世界 に輸 出 した の か も しれ な い。 か っ て多 くの 日

本 人 が 憧 れ た ア メ リカ式 生 活 様 式 は、 実 は 「百年 以 上 も前 に登 場 した」 価 値 観 に裏打 ちされ た、

あ る意 味 でく 普 遍 的 〉 な もの で あ っ た。

18世 紀 の 市民 的 価 値 観 と して 始 ま った ものが 、19世 紀 に国 民 の規 範 とな り、 っ い には万 人 共

通 の道 徳 と して成 熟 した こ と を モ ッセ は指 摘 した。 で は次 に 、 リスペ ク タ ビ リテ ィが 貝体 的 に

は い か に機 能 した か を モ ッセ に読 ん で み よ う。

3.リ スペ クタ ビ リテ ィは いか に機 能 す る か?

モ ッセ はCoガroπ`加8漉 θNα`め πで、 ヨー ロ ッパ諸 国 にお け る ナ シ ョ ナ リズ ム の勃 興 に と

もな う 日常 世 界観 の 変 化 と、 そ の こ とに ユ ダヤ人 が い か に対 峙 したか と い う問題 を論 じて い る。

す で に 『大衆 の国 民 化 』 に お い て モ ッセ は、 大衆 運 動 と大 衆 の 政 治 参 加 の発 展 の歴 史 にそ く

し、 神 話 、 シ ンボル 、 儀 礼 、 祝 祭 に よ って群 衆 が ア イデ ンテ ィテ ィを 獲 得 して い く様 を 「政 治
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の美 学 」 に よ って 「真 の共 同体 へ の 憧 れ」 が 「新 しい 政 治 」 へ と具 現 化 され る過程 と して論 じ、

さ らに 『ナ シ ョナ リ ズム と セ クシ ュ ア リテ ィ』 にお い て は、 セ ク シ ュア リテ ィに お け る規 範 と

して の リス ペ ク タ ビ リテ ィに着 目 し、 ナ シ ョナ リズ ム との 密 接 な関 係 を 指摘 した 。

本 書 に お いて も、 リスペ ク タ ビ リテ ィを は じめ とす る これ らの問 題 は繰 り返 し論 じ られ て い

るが 、 特 に興 味 深 い点 は〈 市 民 宗教>civicreligionと い う語q鋤 が 新 た な キ イ ・ ワ ー ドと して

度 々 登 場 して い る点 で あ る。 モ ッセ はナ シ ョナ リズ ムを 新 しい〈 市 民 宗 教 〉 と と らえ 、 か つ て

の キ リス ト教 に代 わ って 「真 ・善 ・美」 を に な い 日常 の 世 界 観 を支 配 す る よ うに な っ た と考 え

る。 また モ ッセ は 「教 養」B鋸 ωπgの問題 に関 して も 「焚 書 と ドイ ッ知 識 人 の 裏 切 り」 と い う

一 章 を 割 いて 論 じて い るが
、 本 書全 体 を紹 介 す る紙 幅 は本 稿 に は な いの で、 「第9章 ユ ダ ヤ

入 の 解 放:教 養 と リス ペ ク タ ビ リテ ィの 間」 を中 心 に 、 以 下 簡 単 に紹 介 す る こ と とす る。

古 典 の 学 習 と美 的 感 受 性 の酒 養 に基 づ く自 己陶 冶 を 意 味 す る 「教 養」 の概 念 は、 能 力 あ る も

の に昇 進 の道 を開 き、 よ り良 い市 民 とな れ る ことを 約 束 した。 この新 しい概 念 は、 ユ ダヤ人 に

も ドイ ッ社 会 に お け る市 民 権 への 門 を開 くか に見 え た 。 しか し現 実 に は多 くの ユ ダ ヤ人 が 、 フ

ンボ ル トの教 養 の牙 城 た る ギ ム ナ ジ ウ ムで は な く、 実 科 ギ ム ナ ジ ウ ム、 実 科 学 校 に子 ど もを通

わ せ た。 主 と して 商業 取 引 を生 業 とす る大 半 の ユ ダヤ 人 に と って は、 ギ ムナ ジ ウ ムで 学 ぶ ラテ

ン語 や ギ リ シア語 よ り も実 科 学 校 で 学 ぶ数 学 が まず 大 切 で あ り、 ドイ ッ社 会 へ の 参 加 に お い て

は経 済 力 に よ る ブ ル ジ ョア化 が先 決 悶題 だ ったか らで あ る。 しか しな が らそ う した実 科 学 校 に

お い て も、 〈 ブル ジ ョア の使 命〉 と 自己 陶冶 の美 徳 は繰 り返 し教 育 され て い た。 数 学 や科 学 や

歴 史 を とお して 「正 しい考 え」 を 身 にっ け る、 と い う啓 蒙 主 義 的教 育 観 は ドイ ッ ユ ダ ヤ人 に も

浸 透 して い た の だ。 教 養 は リス ペ ク タ ビ リテ ィと一 対 の もの で あ り、 人 格 形 成 に必 要 な た ゆ ま

ぬ精 進 と個 人 主 義 は、 道 徳 秩 序 にそ の錨 を お ろ して い た 。

政 治 的 に は依 然 ユ ンカ ー階 級 が 実 権 を掌 握 して いた と は いえ 、 す で に ブル ジ ョア階 級 が社 会

的 に 重 要 な役 割 を果 た す よ うに な って い た時 代 にお い て 、 ドイ ッユ ダ ヤ人 の ブ ル ジ ョア化 は社

会参 加 に 不可 欠 の前 提 条 件 と な った。 市民 の条 件 は財 産 と教 養 で あ り、 ブ ル ジ ョア化 とは経 済

力 と教 養 、 そ して そ れ に と もな う リスペ ク タ ビ リテ ィを 身 にっ け る こ とだ っ た。 確 か に キ リス

ト教 の洗 礼 を うけ る こ と は ユ ダ ヤ人 に と って 依 然 と して 「最 後 の許 可 証 」 で は あ った もの の、

世 俗社 会 にお いて は まず 教 養 と リスペ ク タ ビ リテ ィとが 、 立 派 な社 会 人 あ る い は 「国 民 」 と し

て必 要 な通 行 証 と な った。 中 流 階級 、 そ して 貴 族 階 級 に もい た ユ ダ ヤ人 は、 す で に リ スペ ク タ

ビ リテ ィを受 容 す る こ とで ドイ ッ化 して い た。 ドイ ッユ ダ ヤ人 の場 合 、 洗 礼 よ りむ しろ リスペ

ク タ ビ リテ ィに よ って 国 民 化 は進 展 した。 こ こ に 「ナ シ ョナ リ ズ ム と い う〈 市 民 宗 教 〉 」 は、

か っ て の キ リス ト教 に と って か わ る。

原 理 と して 、 「教 養 」 とい う概 念 は開 放 的 で あ るの に対 し リス ペ ク タ ビ リテ ィ は制 限 的 で あ

る。 しか し現 実 に は、 教 養 は ま もな く階 級 の 独 占 す る と こ ろ の もの と な り⑲ 、 一一方 リス ペ ク タ

ビ リテ ィは比 較 的 ア クセ ス しや す い もの とな った。 とは い え 、 社 会 の 内 部 と外 部 に区 別 を た て

る機 能 に お い て、 リスペ ク タ ビ リテ ィも教 養 と何 ら変 り は なか った。

っ ま り、 リス ペ ク タ ビ リテ ィの大 衆 化 は、 そ の概 念 が は らむ 「ア ン リスペ ク タプ ル な ア ウ ト

サ イ ダー=ユ ダ ヤ人 イ メー ジ」 の拡 大 を も意 味 した。 この 過 程 で ユ ダヤ 人 は、 自 ら リス ペ ク タ
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ブル に な れ ば な る ほ ど、 ア ン リスペ ク タブ ル な存在 として の ユ ダヤ 人 を 否定 す る と い う、 ア イ

デ ンテ ィテ ィ ・ク ライ シス に追 い込 ま れ る こと にな る⑳ 。

さ ら に、 か つ て の宗 教 の機 能 を 補 い リス ペ ク タビ リテ ィを 下 支 え す る もの と して 「医 学 」 が

登 場 した こ と を もモ ッセ は指 摘 す る。 これ は、 リスペ ク タ ビ リテ ィが 「清 潔 」 「健 全 」 を 重 要

な 徳 目 と して い た とい う事 情 と符 号 す る。 医学 、 と りわ け精 神 医 学 にお け る成 果 は、 リス ペ ク

タ ビ リテ ィに お け る 「健 全 」 と 「病気 」 の対 立 概 念 を強 固 な もの に し、 「不 健 全 」 な ユ ダ ヤ 人

イ メ ー ジに よ って 「健 や か な 」 ドイ ッ人 イ メー ジは より完 全 な存 在 に止 揚 さ れ た。

しか し、 い か に急 進 的 シ オ ニ ス トの 中 に も、 教 養 や リス ペ ク タ ビ リテ ィそ の もの を攻 撃 す る

ユ ダ ヤ人 は い な か った 。 ドイ ッ人 へ の同 化 に反旗 を翻す 彼 ら自身 の 「ユ ダヤ的 」 ナ シ ョナ リ ズ

ム は、 シ ンボ ル を 多 用 す る そ の示 威 表 現 にお い て も、 ま た教 養 と リス ペ ク タ ビ リテ ィを踏 襲 し

た そ の内 実 に お い て も、 皮 肉 な こ と に ドイ ツ ・ナ シ ョナ リズム と実 は酷 似 した ものだ ったの だ。

4.お わ り に 一 スキ ャ ンダル は な くな る かP

さて、 こ こで あ らた めて 冒頭 の2っ ので き ご とを読 ん で み る。

新 聞 の一一面 に 載 る建 前 的 言 説 と異 な り、 この よ うな三面 に載 る スキ ャ ン ダル、 ゴシ ップ こそ、

あ る意 味 で 、 最 も如 実 に我 々 の社 会規 範 が いか な る もの か を 物 語 って い る と言 え よ う。 こ こで

問 題 とな った コ ー ドを あ げ れ ば、 結 婚 、 性 な ど セ ク シュ ア リテ ィ に関 す る問 題 、 家 庭 に お け る

役 割 、 教 育 にお け る教 師 の役 割 、社 会 に お け る年齢 的序 列役 割 、 金銭 消費 に か らむ勤 労 態 度 の

問 題 、 そ れ か らス ポ ー ツに ま っ わ る衛 生 、 清 潔 イ メー ジ … 。 こ う して 見 る と、 我 々 が所 与

の もの と して い る 「正 しさ」 が ヴ ィ ク ト リア ン ・リスペ ク タ ビ リテ ィの規 範 か ら実 は い く ら も

隔 た って い な い こ と が確 認 され る。 「今 日で も リスペ ク タ ビ リテ ィは社 会 の 慣 習 と道 徳 を決 定

して い る。 す な わ ち、 ここ ま で の記 述 を満 た して きた歴 史 を 、 今 なお 我 々 は生 きて い る のだ 。」

と モ ッセ は言 う⑳ 。

近 代 教 育 にお け る マ ス ・ス ク ー リン グは、 社 会 的実 用 性 を 構 成 す る と同 時 に 「あ るべ き人 間

ら し さ」 もっ くり だす 。 例 え ば 、読 み 書 き算 術 が役 に立 つ か ど うか だ けで は な く、 「そ れ が で

きな い もの は人 間 で な い」 とい う側面 す ら出現 して くる こ と も指 摘 され て い る⑳ 。 ま さに この

間 の事 情 を モ ッセ は彼 の歴 史 叙述 の 中 で、 身 に っ け るべ き教 養 、 作 法 、 道 徳 とい った 日常 社 会

の 問題 と して 詳 細 に述 べ た。 こ う した差 異 読 み取 り装置 を リス ペ ク タ ビ リテ ィ とす るな ら、 そ

の リスペ ク タ ビ リテ ィを注 入 再 生 産 す るの が、 学 校 であ り、 近 代 的 教 育 で あ る とい う こ とが で

きよ う。

ドイ ッ ・ナ シ ョナ リズ ム の ナ チ ズ ムへ の 昂進 を述 べ た後 、 モ ッセ は 「こ の道 徳 に 支払 わ られ

ね ば な らな か った代 価 は 、高 くつ きす ぎた だ ろ うか?」 と問 う㈱ 。 代 価 とは 当 然 、 彼 自身 が経

験 した リス ペ ク タ ビ リテ ィの ジ レ ンマ、 す な わ ち ドイッ に お け る反 ユ ダヤ主 義 運 動 を指 して い

る。 この リスペ ク タ ビ リテ ィに お け る 「代 価 」 の問 題 は、 例 え ば ス キ ャ ン ダル の 餌 食 と され た

者 の痛 み 、 ひ い て は 閉 じ られ た 空 間 で の 「い じめ」 問題 を も連 想 させ る⑳。 リスペ クタ ビ リテ ィ

概 念 を 柔軟 に教 育 社 会 学 的分 析 に導 入 す る こ とで、 あ る い は これ らの問 題 に も何 らか の 示 唆 が

与 え られ るか も しれ な い。
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つまり、「スキャンダルをな くす ことはできるのか」(あ るいは 「なくすべ きか」)と いう根

本的問いである。

1970年 代は 「リブの時代」と呼ばれた。既成秩序、社会理念、規範 に対する異議申し立てが

行われ、かって解放を最 も強 く求めたユダヤ人すらも攻撃 しなかった リスペクタビリティが、

この時ばか りは 「栓楷」として激 しい攻撃にさらされ、多 くの疑問符を投 げっけられた。今 日

我々の時代に依然 として生 きているとモッセの言 うリスペクタビリティとは、言わば満身創疾

で疑問符つきの リスペクタビリティである。 しかし、ではこの古 き 「栓楷」はいつかは解かれ

るのか。何をしても替められず、何事も自由で、スキャンダルなど無い社会は来るのか。 リス

ペクタビリティを排することはできるのか。

答えは、無論 「そんなことはできない」㈲。我々が、所詮 は何れかの文法にのっとってしか

言語表現ができないように、社会生活は何らかの規範に基づかざるを得ない。ただし、文法そ

のものの検討、あるいは複数の言語の比較学習によって複眼的思考法を身につけることは可能

である。

リスペクタビリティの教育社会学的研究が待たれる。

注

q}TIME,Februaryl6,1998な どによる。

{2)『 朝 日新 聞』1998年3月1日 、『週間朝 日』1998年3月6日 号な どによる。

{3}日 本 では少 女が対 象の場合 のみ犯罪 となる。 刑法第177条 。

14)1967年 の修正 によ り 「私 的な場での同性愛行為は、当事者 が互い に同意 して お りともに21歳 に達 して

いるな らば、犯罪 とはみな さない」 ことにな った。 しか し 「私的な場」 にっ いて も(a)2人 以 上 の 人物

が参加 してい るかその場 に居合 わせ るとき(b)有 料 もしくは無料 で公衆 の利用 で きる便所 、 は除 く と規

定 され てい る。詳 しくは富 山、1994参 照。

{5}諸 外国 ですでに読 まれな くな った 『自助』の 日本語訳 『西国立志編』 が、 明治 初期以 来戦前 まで ロン

グセ ラーを続 けた 「謎」 にっいては、受験的生 活世界 と関連 してその精神 が リア リテ ィを持 ち続 けたこ

とが指摘 されてい る(竹 内:1991:pp.123)。 『西国立志編 』 は昭和期 に も読 みつがれ、「その部 数 は百

万部 を超 えた。原書が発行 されたイギ リスの25万 部をは るか に超 えて い る」(竹 内:1996:pp.9-10)。

モ ッセが ヴィク トリア ン ・リスペ クタ ビリティを、 ドイッ国民化の分析 に適用 したよ うに、 日本 の近代

化 にっ いて もリスペ クタビリテ ィに対応す るものが機能 して いたと想定 はで きま いか。

(6)Oraeilabora。 もともと 「貞潔 ・清貧 ・服従」の生 活を特 徴と した西方 修道院の祖、 聖 ベ ネ デ ィ

ク トゥス会の会則であ った。

(7}教 育 におけ る 「まなざ し」をめ ぐっては、例えば、明治25年 に起 こった偽帝 大生事件 に関す る社 会史

的考察 があ る(稲 垣:1995:pp.64)。 詐欺事件 にお いて帝大 の制服制帽 とい う学 歴 の 「表 象」 は リス

ペク タビリティと して絶 大な効 果を発揮 した。「学歴は人 々のrま な ざ し』 の なか で 『プ ライ ド』 や

『貴種』 として作用」 した(竹 内:1995:pp.89)。

{8)松 浦:1994:pp.148。 この 「晴れ着」 の話 を、 ゴフマ ンの 「表舞 台/舞 台裏 」 の 理論 で理 解 す る こ

と もで きよ う。

(9)フ ー コーの指摘 した近代的 「従順な身体」へ の移行 は、例 えば近 代 日本 にお ける 「受験生」 とい う存

在の 出現 に も確認 され る(竹 内:1997)。

{1⑪ 松浦:1994:pp.135。

㈹ イギ リスにおけるチャ リティ精神が極 めて階級 自覚的な優越感 に根ざ して いることは多方面 で指摘 さ

れてい る。 大石:1994:pp.97-98。 中山:1987:pp.211。 このよ うな リスペ ク タ ビ リテ ィに おけ る構
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佐 藤:リ ス ペ ク タ ビ リテ ィと は何 か

造 の 問題 は、 フ ラ ンス社 会 の問 題 を対 象 と したブ ルデ ューの理 論 に よ る読 解 も可能 であ ろ う。 ブル デ ュー:

199Q。

(吻 松 浦:1994:pp.143。

㈱ 村 岡:1987:pp.249。 「で は病 者 に は健 全 な精 神 は宿 らな いの か?」 と い う単 純 な 反 駁 に 、 こ の 論 理

が耐 え 得 な い こ と は少 し考 え れ ば誰 し もが 気 づ くこ とだ 。 に もか か わ らず 、 スポ ー ッマ ンが 不 祥 事 を起

こせ ば 「ス ポ ー ッ マ ンな の に1」 とい う叱 貴 を浴 び る。

{鋤 モ ッセ:1996:pp.11な ど。

㈲ 当 時 の リス ペ ク タ ブ ル な生 活 の具 体 的 叙 述 例 と して は、 デ ィ ッケ ンズや ラス キ ン等 の 同 時 代 の 文 学 が

あ るが 、 ホ ブ ズ ボ ー ム(1982)も 詳 し く考 察 して い る。

⑯ 岩井:1997。

{17)モ ッ セ:1996a:228。

⑬ 〈 市 民 宗 教 〉 は、 フ ラ ン ス革 命 に お い て反 カ トリ ックの宗 教 と して 標 榜 さ れ た。 フ ラ ンス革 命 に お け

る代 替 宗 教 と しての く 理 性 の 祭典 〉 につ い て は モ ッ セ:1994、 村 上:1997:pp.55,56。 〈 市 民 宗 教 〉 は

ル ソ ーが 『社 会 契 約 論 』 で 導 入 した 概念 で あ り、 市 民 に国家 へ の愛 を植 え付 け る そ の義 務 を果 た させ る

宗 教 に ほか な らな い(野 田:1998)。 ル ソー が なぜ 社 会契 約 の理 論 と は うま く噛 み合 わ な い 「国 家 宗教 」

lareligioncivileの 章 を 『杜 会契 約 論 」 につ け加 えた の か を長 ら く疑 問 視 して い た西 川 は 、 ル ソ ー の

テ キ ス トよ りむ しろ革 命 の 現 実 に そ の謎 を解 く鍵 が あ る と言 う(西 川:1998:pp.192)。 ほ か 、 例 え ば

ル ー マ ンにお け る〈 市 民 宗 教 〉 は しば しば 「世 俗 化 した神学 」 の意 味 で用 い られ て い るが 、 モ ッセ の言

う〈 布 民 宗 教 〉 は フ ラ ン ス革 命 後 のく 市 民 宗 教 〉 と同 義 で あ り、 ベ ラー の宗 教 社 会 学 理 論 と も共通 す る

点 が 多 い。 ベ ラー に よ れ ば 、 ア メ リカ に お け るく 市 民 宗 教〉 はく 制 度 的宗 教 〉 と は区 別 さ れ、 その 中心

テ ー マ は 「新 しい選 民 と して の ア メ リカ 人 に な る」 と い うこ と に あ る。 ヨー ロ ッパか らの広 範な移 民 は、

聖 書 にお け る 出 エ ジプ トで あ り、 南 北戦 争 は流 血 、 死 、 そ して古 い罪 を吐 き出す こと に よ る再 生 を 意味

した(ベ ラ ー:1991)。 この 「ア メ リカ人 と して の再 生 」、 「ア メ リカ 人 に な る こ と」 が モ ッ セ の 論 じ る

「国 民 化 」 に符 号 す る。 そ の 他 〈 市 民 宗 教〉 に つ い て は、 ロバ ー トソ ン:1983、 ホ セ ・カ サ ノヴ ァ:199

7、 な ど参 照 。

㈱ 「教 養 人 」 が最 初 こそ 広 く民 衆 に開 か れ た もの で あ ったが 、19世 紀 を経 る うち に狭 陰 化 と排 他 性 を 余

儀 な くさ れ た こと に 関 して は、 西 村 、1998、pp.391～ 参 照。

⑳ リス ペ ク タ ビ リテ ィを め ぐ る ドイ ッ人 とユ ダヤ 人 に関 す る この モ ッセ の説 明 に 、 エ リア スの 「支配 層

と ア ウ トサ イ ダー」 関 係 の 理 論 を重 ね る こ と もで きよ う。 薄 葉 、1994。

⑳ モ ッセ:1996a:pp.227。

竹 内 洋:1992:pp.246-247

㈱ モ ッセ:1996a:239。

⑳ 「礼 儀 」 「敬 意 」 に 注 目 した ゴ フ マ ンは 「か げ ぐ ち」 理 論 の モ デ ル も提 示 して い る。 ま た 、 リ スペ ク

タ ビ リテ ィ注 入再 生 産 装 置 と して の 「全 制 施 設 」 な ど、 ゴ フマ ン理 論 は リス ペ ク タ ビ リテ ィの 夕 一ム で

解 読 しな お す こ とが 可 能 だ 。

㈱ 奥 村 隆 は、 自分 の 中 に 存 在 す る 「リス ペ ク タ ビ リィ とその 病 」 の ふ たつ を 、 私 た ち は引 き受 け て生 き

て行 か ざ る を え ず 、 「こ のふ た っ を知 る こ と は、 私 の 考 え で は、 そ うす る ため の ほ と ん ど 唯 一・の 手 段 な

の で あ る」 と言 う(奥 村pp.161)。 ブ ル デ ュ ー と ホ ッ クシ ール ド、 さ らに ミュ シ ャ ンブ レ ッ ドの 叙 述 を

「リ スペ ク タ ビ リテ ィ」 の観 察 と して社 会 学 的 に ま とめ た奥 村 の ノ ー ト 「リスペ ク タ ビ リテ ィ の 病 一

中 間階 級 ・き ちん とす る こ と ・他者 」(同 、 第4章)は 、 本稿 脱 稿 直 前 に入 手 した た あ に 上で は十 分 に生

か し きれ な か った 。 今 後 の学 習 課 題 の ひ とつ と した い。
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